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観点別評価

4 【教科書】新編 新しい社会 公民(東京書籍)

【副教材】問題集、プリント　など

詳細は各学期に担当者がガイダンスで説明します。（変更・修正の可能性もあります）

【予習】確認テストで満点を取るための学習をします。映像授業を配信することもありま

す。

【授業】教科書を使って解説しノートをとる一般的な授業のほか、アクティブラーニング

型授業も行います。授業中には常に頭と手を動かして意欲的に参加することを求めます。

【復習】授業ごとにノートをまとめ、自分の考えを文章で書き留めます。定期考査前には

ノートや問題集を使い知識を定着させるだけでなく、その知識を用いてさらに深い思考を

できるような学習をします。

学習方法と流れ

【概要】地理・歴史で習ったことを土台として、現代の社会が抱える諸問題について考え

ます。時事問題を切り口として、さまざまな観点から考えるための知恵を身につけ、高等

学校での学びへの橋渡しを行います。

【目標】現代社会の見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通し

て、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成することを目指します。国

際社会におけるグローバルリーダーの育成に力を入れていきます。

教科・科目の概要と目標

中学3年 社会 公民 S特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末
＜政治分野＞

第1章　現代社会と私たち(第3節)

第2章　個人の尊重と日本国憲法(第

1節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

2,3節）

＜政治分野＞

第2章　個人の尊重と日本国憲法(第

2,3節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

4,5節）

＜政治分野＞

第3章　現代の民主政治と社会（第

2,3節）

＜国際分野＞

第5章　地球社会と私たち(第2,3節)

終章　より良い社会を目指して

2学期中間～2学期期末
＜政治分野＞

第3章　現代の民主政治と社会（第

1,2節）

＜国際分野＞

第5章　地球社会と私たち(第1,2節)

＜政治分野＞

第1章　現代社会と私たち(第1,2節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

1,2節）

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に
取り組む
態度

個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を広い視野から正しく認識し、民主主

義、民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係などについて、

個人と社会との関わりを中心に理解を深めているとともに、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果

的に調べまとめている。

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、現

代社会に見られる課題について公正に判断したり、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論した

りしている。民主主義がどのように政治の場に反映されているかなどについて、問題意識を持って考察を深め

ている。

現代の社会的事象について、国家及び社会の担い手として、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に

社会に関わろうとしている。

評価の観点 評価の方法

定期考査の得点・確認テストの得点　　など

定期考査の得点・確認テストの得点

授業ノート・ワークシートの取り組み状況・アクティブラーニングとその

内容、課題等への取り組み　など

授業ノート・ワークシートの取り組み状況・アクティブラーニングとその

内容、課題等への取り組み状況、

発表授業における準備の状況や当日の状況とその内容　など
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観点別評価 評価の観点 評価の方法

定期考査の得点・確認テストの得点　　など

定期考査の得点・確認テストの得点

授業ノート・ワークシートの取り組み状況・アクティブラーニングとその

内容、課題等への取り組み　など

授業ノート・ワークシートの取り組み状況・アクティブラーニングとその

内容、課題等への取り組み状況、

発表授業における準備の状況や当日の状況とその内容　など

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に
取り組む
態度

個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を広い視野から正しく認識し、民主主

義、民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係などについて、

個人と社会との関わりを中心に理解を深めているとともに、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果

的に調べまとめている。

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、現

代社会に見られる課題について公正に判断したり、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論した

りしている。

現代の社会的事象について、国家及び社会の担い手として、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に

社会に関わろうとしている。

＜政治分野＞

第1章　現代社会と私たち(第1,2節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

1,2節）

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末
＜政治分野＞

第1章　現代社会と私たち(第3節)

第2章　個人の尊重と日本国憲法(第

1節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

2,3節）

＜政治分野＞

第2章　個人の尊重と日本国憲法(第

2,3節)

＜経済分野＞

第4章　私たちの暮らしと経済（第

4,5節）

＜政治分野＞

第3章　現代の民主政治と社会（第

2,3節）

＜国際分野＞

第5章　地球社会と私たち(第2,3節)

終章　より良い社会を目指して

2学期中間～2学期期末
＜政治分野＞

第3章　現代の民主政治と社会（第

1,2節）

＜国際分野＞

第5章　地球社会と私たち(第1,2節)

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

4 【教科書】新編 新しい社会 公民(東京書籍)

【副教材】問題集、プリント　など

詳細は各学期に担当者がガイダンスで説明します。（変更・修正の可能性もあります）

【予習】確認テストで満点を取るための学習をします。映像授業を配信することもありま

す。

【授業】教科書を使って解説しノートをとる一般的な授業のほか、アクティブラーニング

型授業も行います。授業中には常に頭と手を動かして意欲的に参加することを求めます。

【復習】授業ごとにノートをまとめ、自分の考えを文章で書き留めます。定期考査前には

ノートや問題集を使い知識を定着させるだけでなく、その知識を用いてさらに深い思考を

できるような学習をします。

学習方法と流れ

【概要】地理・歴史で習ったことを土台として、現代の社会が抱える諸問題について考え

ます。時事問題を切り口として、さまざまな観点から考えるための知恵を身につけ、高等

学校での学びへの橋渡しを行います。

【目標】現代社会の見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通し

て、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成することを目指します。国

際社会におけるグローバルリーダーの育成に力を入れていきます。

教科・科目の概要と目標

中学3年 社会 公民 特選
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観点別評価 評価の観点 評価の方法

・定期テスト(基本問題)
・小テスト

・定期テスト(応用問題)
・小テスト

・小テスト，確認テスト
・提出課題など

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

・各項目において基本的な計算や性質を理解することが出来る。
・定義，定理の意味を理解することが出来る。

・各項目の基本事項を理解し，それを利用して，応用問題を解くことが出来る。
・2次関数のおいては，そのグラフを正確にかくことができる。
・三角比を利用し，色々な図形の角度や辺の長さを求めることが出来る。

・予習，授業，復習のサイクルを確立し，小テストや宿題において，理解が深まっ
ていくような学習が出来ている。

【数学①】
　　数と式(数1)
【数学②】
    三平方の定理(幾何2)

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末

【数学①】
　　数と式(数1)
　　集合と命題(数1)
【数学②】
    場合の数と確率(数A)

【数学①】
　　2次関数(数1)
【数学②】
　場合の数と確率(数A)
　図形の性質(数A)

【数学①】
　　図形と計量(数1)
【数学②】
　　　数学と人間の活動(数A)

2学期中間～2学期期末

【数学①】
　　2次関数(数1)
【数学②】
　　図形の性質(数A)
　　数学と人間の活動(数A)

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

5
数学1(数研出版)
数学A(数研出版)

次のサイクルで授業を展開する。

　　授業での解説(例題等) ⇒ 問題演習 ⇒ 小テスト・宿題

教科書の内容を読む程度でも構わないので，授業前に予習をしておくこ
と。予習をした上で授業を聞いた方が，効率よく学習できる。
そして，授業後に必ず復習すること。特に授業時に理解できたことは，定
着しないまま忘れる可能性がある。そのことを踏まえて，問題を解くこと
で定着度の確認をすること。

学習方法と流れ

【数学1】
　・数と式　・集合と命題　・2次関数　・図形と計量
【数学A】
　・三平方の定理　・図形の性質　・場合の数と確率

教科・科目の概要と目標

中学3年 数学
数学①
数学②

S特選
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観点別評価

5
数学1(数研出版)
数学A(数研出版)

次のサイクルで授業を展開する。

　　授業での解説(例題等) ⇒ 問題演習 ⇒ 小テスト・宿題

教科書の内容を読む程度でも構わないので，授業前に予習をしておくこ
と。予習をした上で授業を聞いた方が，効率よく学習できる。
そして，授業後に必ず復習すること。特に授業時に理解できたことは，定
着しないまま忘れる可能性がある。そのことを踏まえて，問題を解くこと
で定着度の確認をすること。

学習方法と流れ

【数学1】
　・数と式　・集合と命題　・2次関数　・図形と計量
【数学A】
　・三平方の定理　・図形の性質　・場合の数と確率

教科・科目の概要と目標

中学3年 数学
数学①
数学②

特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末

【数学①】
　　数と式(数1)
　　集合と命題(数1)
【数学②】
    場合の数と確率(数A)

【数学①】
　　2次関数(数1)
【数学②】
　場合の数と確率(数A)
　図形の性質(数A)

【数学①】
　　図形と計量(数1)
【数学②】
　　　数学と人間の活動(数A)

2学期中間～2学期期末

【数学①】
　　2次関数(数1)
【数学②】
　　図形の性質(数A)
　　数学と人間の活動(数A)

【数学①】
　　数と式(数1)
【数学②】
    三平方の定理(幾何2)

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

・各項目において基本的な計算や性質を理解することが出来る。
・定義，定理の意味を理解することが出来る。

・各項目の基本事項を理解し，それを利用して，応用問題を解くことが出来る。
・2次関数のおいては，そのグラフを正確にかくことができる。
・三角比を利用し，色々な図形の角度や辺の長さを求めることが出来る。

・予習，授業，復習のサイクルを確立し，小テストや宿題において，理解が深まっ
ていくような学習が出来ている。

評価の観点 評価の方法

・定期テスト(基本問題)
・小テスト

・定期テスト(応用問題)
・小テスト

・小テスト，確認テスト
・提出課題など
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観点別評価

４
理科①３
理科②１

理科の世界　3年　（大日本図書）、新編化学基礎（数
研出版）、生物基礎(第一学習社)、セミナー化学基礎
（第一学習社）プリント、セミナー生物基礎(第一学習
社)

① 基礎的な内容から発展的なものまで、科学の持つ法則性、物質の持つ
共通性・特殊性を学習します。
②　問題演習・実験を通して単元内容を考察しながら、実験技能の向上を
図ります。また、大学入試において題材にされやすい実験も取り入れ、科
学的な理解を深めるだけでなく、将来の入試に対応できる力も養成しま
す。
③　学習内容、時期によっては、授業動画（オンデマンド教材）も活用し
ます。

学習方法と流れ
【概要】週4時間を第1分野3時間、第2分野1時間に分けて行います。第１分野では、実質

的に高等学校の化学基礎の内容を学習します。第2分野では中２までの実験授業で扱えな

かった中学理科の内容と高等学校の生物基礎の内容の一部を学習します。考査は1分野は

年間5回（各学期中間、期末）、2分野は年間3回（各学期期末のみ）の実施となります。

【目標】

① 自然の事物、現象について、興味・関心を深める。

② 観察・実験の基本操作を学び、科学的に調べる方法を身につけると同時に、それらの

過程や結果をまとめ、発表する能力を養う。

③ 自然事象について理解を深め、知識を身につけ、実力を高める。

教科・科目の概要と目標

中学3年 理科
理科①
理科②

S特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末
［1分野］

◆粒子の結合（イオン、共有、金属の各

結合・分子間力）

◆物質量と化学反応式（原子量・分子

量・式量）

［2分野］

◆生命のつながり②（減数分裂、有性生

殖、メンデル遺伝）

［1分野］

◆物質量と化学反応式（物質量・化学反

応式）

◆酸と塩基の反応（酸と塩基・水の電離

と水溶液のpH）

［2分野］

◆動物の分類

［1分野］

◆酸化還元反応（金属のイオン化傾向・

電池・電気分解・金属の精錬）

［2分野］

◆自然界のつながり（生態系、物質循

環、バイオーム）

2学期中間～2学期期末
［1分野］

◆酸と塩基の反応（中和反応・塩）

◆酸化還元反応（酸化と還元・酸化剤と

還元剤）

［2分野］

◆生物の進化と変遷

[1分野]

◆物質の構成（物質の分類、成分・物質

の三態と熱運動）

◆物質の構成粒子（原子とその構造・イ

オン・周期表）

[2分野]

◆生命のつながり①（細胞分裂、無性生

殖）

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

◇自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。

◇観察、実験の基本操作を習得するとともに、自然の事物・現象を科学的に探究する方法を身に付

け、それらの過程や結果及びそこから導き出した自らの考えを的確に表現する。

◇自然の事物・現象の中に問題を見いだし、目的意識をもって観察、実験などを行うとともに、事象

を実証、論理的に考えたり、分析的、総合的に考察したりして問題を解決する。

◇自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれらを探究するとともに、事象を人間生活とのかかわ

りでみようとする。

評価の観点 評価の方法
◇定期考査の素点の一部

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

◇定期考査の素点の一部

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

9



観点別評価 評価の観点 評価の方法
◇定期考査の素点の一部

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

◇定期考査の素点の一部

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

◇小テスト・確認テストの点数

◇実験・観察後の提出課題の評価

※1分野と2分野の成績内訳は、単位数に応じて調整されます。

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

◇自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。

◇観察、実験の基本操作を習得するとともに、自然の事物・現象を科学的に探究する方法を身に付

け、それらの過程や結果及びそこから導き出した自らの考えを的確に表現する。

◇自然の事物・現象の中に問題を見いだし、目的意識をもって観察、実験などを行うとともに、事象

を実証、論理的に考えたり、分析的、総合的に考察したりして問題を解決する。

◇自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれらを探究するとともに、事象を人間生活とのかかわ

りでみようとする。

[1分野]

◆物質の構成（物質の分類、成分・物質

の三態と熱運動）

◆物質の構成粒子（原子とその構造・イ

オン・周期表）

[2分野]

◆生命のつながり①（細胞分裂、無性生

殖）

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末
［1分野］

◆粒子の結合（イオン、共有、金属の各

結合・分子間力）

◆物質量と化学反応式（原子量・分子

量・式量）

［2分野］

◆生命のつながり②（減数分裂、有性生

殖、メンデル遺伝）

［1分野］

◆物質量と化学反応式（物質量・化学反

応式）

◆酸と塩基の反応（酸と塩基・水の電離

と水溶液のpH）

［2分野］

◆動物の分類

［1分野］

◆酸化還元反応（金属のイオン化傾向・

電池・電気分解・金属の精錬）

［2分野］

◆自然界のつながり（生態系、物質循

環、バイオーム）

2学期中間～2学期期末
［1分野］

◆酸と塩基の反応（中和反応・塩）

◆酸化還元反応（酸化と還元・酸化剤と

還元剤）

［2分野］

◆生物の進化と変遷

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

４
理科①３
理科②１

理科の世界　3年　（大日本図書）、新編化学基礎（数
研出版）、生物基礎(第一学習社)、標準セミナー化学
基礎（第一学習社）プリント、セミナー生物基礎(第一
学習社)

① 基礎的な内容から発展的なものまで、科学の持つ法則性、物質の持つ
共通性・特殊性を学習します。
②　問題演習・実験を通して単元内容を考察しながら、実験技能の向上を
図ります。また、大学入試において題材にされやすい実験も取り入れ、科
学的な理解を深めるだけでなく、将来の入試に対応できる力も養成しま
す。
③　学習内容、時期によっては、授業動画（オンデマンド教材）も活用し
ます。

学習方法と流れ
【概要】週4時間を第1分野3時間、第2分野1時間に分けて行います。第１分野では、実質

的に高等学校の化学基礎の内容を学習します。第2分野では中２までの実験授業で扱えな

かった中学理科の内容と高等学校の生物基礎の内容の一部を学習します。考査は1分野は

年間5回（各学期中間、期末）、2分野は年間3回（各学期期末のみ）の実施となります。

【目標】

① 自然の事物、現象について、興味・関心を深める。

② 観察・実験の基本操作を学び、科学的に調べる方法を身につけると同時に、それらの

過程や結果をまとめ、発表する能力を養う。

③ 自然事象について理解を深め、知識を身につけ、実力を高める。

教科・科目の概要と目標

中学3年 理科
理科①
理科②

特選

10



観点別評価 評価の観点 評価の方法

課題・内容により、「学期末考査」・「各課題終了後
行う実技試験」をもとに総合的に評価する。

課題・内容により、「学期末考査」・「各課題終了後
行う実技試験」・「提出物による理解度」・「鑑賞課
題」終了後提出の「振り返り」をもとに総合的に評価
する。
「課題の提出状況及び内容」・「出席状況」から総合
的に判断する。

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

・音楽を構成している要素（楽典・楽式・音楽史・楽曲に関する基礎知識等）を理
解している。
・演奏に必要な発声や楽器の扱い、ソルフェージュ力等の基礎的な力を身に付けて
いる。
・音楽史、楽曲に関する必要な基礎知識等を把握したうえで楽曲の鑑賞に取り組んでいる。

・対面している音楽に対し全面的に自己投入し、自己の持つ感性を開いて向き合い演奏及び鑑賞でき

る。

・演奏及び鑑賞において、自己を表現することができる。

・音楽に興味・関心を持ち音楽によって生活を明るく豊かなものにしようとする姿勢をもっている。

・対面している音楽に対し全面的に自己投入し、自己の持つ感性を開いて向き合う姿勢を持っている。

・授業で体験する内容について、その前と後の自己の変化（感じ方、技術等）に敏感に気づくことができる。

歌唱:有節歌曲の表現を工夫しよ

う「花」

アルトリコーダー:複雑なアンサ

ンブルをしよう

鑑賞:オーケストラの楽器を知ろ

う「ボレロ」

楽典

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末
歌唱:無伴奏で合唱しよう

鑑賞:オーケストラによる表現を

学ぼう「ブルタバ」

楽典

歌唱:詩と音楽の関わりを意識し

て合唱表現しよう

鑑賞:音楽の歴史を学ぼう

曲の良さを調べ、紹介しよう

2学期中間～2学期期末

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

1
中学生の音楽　２・３下　・中学器楽（教育芸術社）
音楽鑑賞資料集（正進社）

音楽室にて行います。
課題・内容によって方法・流れは異なるため、その都度指示します。

学習方法と流れ

「体全体で『音』を『聴き』・『歌い』・『表現する』こと」の楽しさを
体験する。そのことから技術を磨くことの必要性を理解し、自らさらに良
いものを創り上げてゆく姿勢を養う。
① 歌唱・器楽・鑑賞・・・それぞれに於いて、知識以上に「楽しみなが
ら音楽すること」に重点をおきます。そして、「目には見えなくても、音
楽のなかに存在する何か」を個々の感性にてつかめるようにします。
② 合唱・・・他者とのささえ合いのなかで協力しあいながら音を出し、
ハーモニーを作る喜びを分かち合います。

教科・科目の概要と目標

中学３年 音楽
S特選
特選
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観点別評価

1
・美術　2・3 (光村図書)
・「美術資料　東京の美術」秀学社

1：題材の設定の趣旨説明
2：下描き、下絵の作成
3：制作
4：鑑賞

学習方法と流れ

　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，
生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を育成するこ
とを目指します。
　また生涯を通して作品制作や鑑賞活動を楽しむための基礎的な技法の習
得を目指します。

教科・科目の概要と目標

中学3年 美術
S特選
特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末

●「卒業制作１自画像」
・制作

●「卒業制作２額制作」
・設計図
・制作
（文化祭「教科展示」に向
けての準備）

●「卒業制作３完成」
・仕上げ、鑑賞
●クロッキー体験
・制作

2学期中間～2学期期末

●「卒業制作２額制作」
・制作

●オリエンテーション
●「卒業制作１自画像」
・下描き
・制作

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解している
・表現方法を工夫し、創造的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考えるととも
に、主題を生み出し豊かに発想し、構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方
や感じ方を深めたりしている。

美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に表現及び鑑賞の幅広い学習活動に
取り組もうとしている。

評価の観点 評価の方法

作品及び提出物を基に評価する。

作品及び提出物を基に評価する。

作品及び提出物の提出状況や、日々の授業のリフレク
ションを基に評価する。

12



観点別評価

3 中学校保健体育（大修館書店）

・体育については、所定の場所（体育館・グラウンド・地下体育館）で実
施する。※各種事情により取り扱う運動領域を変更する場合あり。

・保健については教室で実施する。

学習方法と流れ

1.運動技能・体力の向上、健康の増進、安全に対する知識・判断力を習得
する。
2.スポーツ大会を通してクラスの団結力を向上し、集団の中で果たすべき
責任を全うする能力を身に付ける。
3.体育行事（TRF)を通して困難を前にたじろがない強い心を身に付ける。
4.器械運動では全身の巧緻性、平衡感覚、表現力を。陸上競技では全身の
持久力、瞬発力を高める。
5.保健では、健康な生活と病気の予防に関することや、環境が健康に及ぼ
す影響について学ぶ。

教科・科目の概要と目標

中学3年 保健体育
S特選
特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末

スポーツ大会練習
球技
【保健】
感染症の予防と健康を守る
社会の取り組み

体力テスト
球技
【保健】
感染症の予防と健康を守る
社会の取り組み

球技
持久走
【保健】
環境の健康への影響

2学期中間～2学期期末

球技
持久走
【保健】
感染症の予防と健康を守る
社会の取り組み
環境の健康への影響

体力テスト
集団行動
スポーツ大会練習
【保健】
調和のとれた生活

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に
取り組む
態度

・運動の合理的な実践に関する基礎的な事項や生活における運動の意義を理解し、知識を身に付けて

いる。また、各領域の運動の楽しさや喜びを味わうための基本的な技能を身に付けている。

・健康な生活と疾病の予防および健康と環境について個人生活を中心として科学的に理解している。

・自己の能力に適した運動の課題の解決を目指して、活動の仕方を考え、工夫しているとともに、それらを他

者に伝えている。

・健康な生活と疾病の予防について、個人生活における健康に関する課題を発見し、その解決を目指して科学

的に思考し判断しているとともにそれらを他者に伝えている。

・自ら進んで運動を実践し、運動の楽しさや喜びを体得しようとする。また、共生の精神をもって他者とかか

わるとともに、健康・安全に留意して積極的に学習に取り組んでいる。

・健康な生活と疾病の予防について、個人の健康や安全に関心をもち、自主的に学習に取り組もうとする。

評価の観点 評価の方法

各学期末に所定の場所で行う実技テストで到達度を確
認し、判断する。保健分野は考査の素点を基に判断す
る。

・考査、授業への取り組み、授業内発表、提出物をも
とに総合的に判断する。

・授業への取り組み、提出物、授業内発表についての
自己評価及び相互評価をもって総合的に判断する。
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観点別評価

5

英語① NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage2 / Lentrance

      教科書 CROWNⅠ / LEAP

英語② Grammar Textbook Stage.2

　　Evergreen/Evergreen English Grammar 47/システム英熟語

英語① New Treasure・Use&Check・Key Pointを扱い4技能を養う。
１．予習はLentrance、授業で本文とKey Pointの理解と暗唱に努める。
２．Use&Checkで覚えた知識を活用し発信力を身につける。
３．New Treasure終了後はCROWNⅠ(抜粋可)に取り組む。
４．ICT機器(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰや音声教材)を用いて効率的に授業を進める。
５．ロイロノートを用いて双方向の授業を行い思考力を高める。
６．スタサプEnglishを活用して家庭学習の充実を図る。
英語② Evergreen Grammar47/Workbook47で高校英文法を養う。
・　システム英熟語、スタサプを活用して家庭学習の充実を図る。

学習方法と流れ

１.英語の基礎学力・運用技能・学び続ける姿勢を育成する。
・日常的な話題について概要を捉えたり、情報や自分の気持ちや意見を
　簡単な英語で伝え合うことができるようにする。
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎となる語彙・音素・文法の知識・思考力を養い、
　読む・書く・聞く・話す(話し合う)基礎力を育成する。
・言葉を考え、世界観を広げ・自分のことを発信する題材を活用し、
　週1で行われるNETによるOC(ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)に繋げる。
２.文法はEvergreenを用いて高校英語を習得を目指す。
・英検準２級取得を目指す。

教科・科目の概要と目標

中学3年 英語
英語①
英語②

S特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末

① Lesson 11～12 [11回]
② S2 26.～28. [17回]
   間接疑問文
   助動詞の発展的用法
   仮定法過去・過去完了
＊高校範囲はEverngreen使用可

①CROWNⅠ １～３ [９回]
②Evergreen １～７[14回]
　文の種類
　文型
　時制
 

①CROWNⅠ ８～10 [10回]
②Evergreen17～23[16回]
　動名詞
　分詞
　比較
 

2学期中間～2学期期末

①CROWNⅠ ４～７ [10回]
②Evergreen８～16[16回]
　助動詞
　態
　不定詞
 

① Lesson 8～10 [9回]
② S2 20.～25.[15回]
   分詞
   関係代名詞
   関係副詞
 ＊高校範囲はEverngreen使用可

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

英語の音声や語彙・表現・文法・言語の基礎的な知識・機能・役割などを理解する
とともに、これらの知識を「聞く」「読む」「話す」「書く」ことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けられているかに着目する。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて自ら考え、日常的な話題
や社会的な話題について、獲得した知識を応用して、英語で簡単な情報や考えなど
を理解したり、表現したり、伝えあったりすることができる力の涵養を測る。

多様性の文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的・積極的に英語でコミュニケーションする姿勢とその能力を伸ばそうと
しているかを見る。

評価の観点 評価の方法

定期考査及びアクティビティ等

定期考査及びアクティビティ等

授業内小テスト・課題・ディスカッション貢献度、ま
たアクティビティ・プレゼンテーション・エッセイ・
レポートなど
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観点別評価

5

英語① NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage2 / Lentrance

      教科書 CROWNⅠ / LEAP

英語② Grammar Textbook Stage.2

　　Evergreen/Evergreen English Grammar 47/システム英熟語

英語① New Treasure・Use&Check・Key Pointを扱い4技能を養う。
１．予習はLentrance、授業で本文とKey Pointの理解と暗唱に努める。
２．Use&Checkで覚えた知識を活用し発信力を身につける。
３．New Treasure終了後はCROWNⅠ(抜粋可)に取り組む。
４．ICT機器(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰや音声教材)を用いて効率的に授業を進める。
５．ロイロノートを用いて双方向の授業を行い思考力を高める。
６．スタサプEnglishを活用して家庭学習の充実を図る。
英語② Evergreen Grammar47/Workbook47で高校英文法を養う。
・　システム英熟語、スタサプを活用して家庭学習の充実を図る。

学習方法と流れ

１.英語の基礎学力・運用技能・学び続ける姿勢を育成する。
・日常的な話題について概要を捉えたり、情報や自分の気持ちや意見を
　簡単な英語で伝え合うことができるようにする。
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎となる語彙・音素・文法の知識・思考力を養い、
　読む・書く・聞く・話す(話し合う)基礎力を育成する。
・言葉を考え、世界観を広げ・自分のことを発信する題材を活用し、
　週1で行われるNETによるOC(ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)に繋げる。
２.文法はEvergreenを用いて高校英語を習得を目指す。
・英検準２級取得を目指す。

教科・科目の概要と目標

中学3年 英語
英語①
英語②

特選

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

3学期始め～3学期期末

① Lesson 11～12 [11回]
② S2 26.～28. [17回]
   間接疑問文
   助動詞の発展的用法
   仮定法過去・過去完了
＊高校範囲はEverngreen使用可

①CROWNⅠ １～３ [９回]
②Evergreen １～７[14回]
　文の種類
　文型
　時制
 

①CROWNⅠ ８～10 [10回]
②Evergreen17～23[16回]
　動名詞
　分詞
　比較
 

2学期中間～2学期期末

①CROWNⅠ ４～７ [10回]
②Evergreen８～16[16回]
　助動詞
　態
　不定詞
 

① Lesson 8～10 [9回]
② S2 20.～25.[15回]
   分詞
   関係代名詞
   関係副詞
 ＊高校範囲はEverngreen使用可

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

英語の音声や語彙・表現・文法・言語の基礎的な知識・機能・役割などを理解する
とともに、これらの知識を「聞く」「読む」「話す」「書く」ことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けられているかに着目する。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて自ら考え、日常的な話題
や社会的な話題について、獲得した知識を応用して、英語で簡単な情報や考えなど
を理解したり、表現したり、伝えあったりすることができる力の涵養を測る。

多様性の文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的・積極的に英語でコミュニケーションする姿勢とその能力を伸ばそうと
しているかを見る。

評価の観点 評価の方法

定期考査及びアクティビティ等

定期考査及びアクティビティ等

授業内小テスト・課題・ディスカッション貢献度、ま
たアクティビティ・プレゼンテーション・エッセイ・
レポートなど
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観点別評価 評価の観点 評価の方法

定期考査及びアクティビティ等

定期考査及びアクティビティ等

授業内小テスト・課題・ディスカッション貢献度、ま
たアクティビティ・プレゼンテーション・エッセイ・
レポートなど

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

高度で社会的な話題に関する語彙・文法的な知識・機能・役割などを理解するとと
もに、これらの知識を「聞く」「読む」「話す」「書く」ことによる実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる技能を身に付けられているかに着目する。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて自ら考え、日常的な話題
や社会的な話題について、獲得した知識を応用して、英語で簡単な情報や考えなど
を理解したり、表現したり、伝えあったりすることができる力の涵養を測る。

多様性の文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的・積極的に英語でコミュニケーションする姿勢とその能力を伸ばそうと
しているかを見る。

Unit 3: Information Tech
Evergreen
L.2～7 文型・時制
L.11～12 態
Vintage / Drive
第1・2章 時制・態

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末

Unit 5: Psychology
Evergreen
L.8～10 助動詞
L.28～30 仮定法
Vintage / Drive
第3・4章 助動詞・仮定法

Unit 6: Philosophy
Evergreen
L.13～20 不定詞～分詞
Vintage / Drive
第5～7章  不定詞～分詞

Unit 8: Behavioral Studies
Evergreen
L.45～46 前置詞
L.21～23 比較
Vintage / Drive
第10～11章 前置詞・比較

2学期中間～2学期期末

Unit 7: Economics
Evergreen
L.24～27 関係詞
L.46～47 接続詞
Vintage / Drive
第8～9章 関係詞・接続詞

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

NET:3単位
JET:2単位

Online:1単位

英語① Q skills: R&W 3
英語② Evergreen / Evergreen English Grammar 47
       Workbook 47 / システム英熟語 / LEAP
       Vintage / Drive　/ (速単上級編)

英語①
・Lessons will be presented using a variety of styles and
techniques including the four skills of reading, writing,
listening and speaking.
英語②
１．予習：Evergreenで英文法が各単元で日本でどのように説明され、
　Vintageで大学入試がどのように問われているかを確認する。
２．授業：自分の英語感覚と比較し英文法の再構築と対応力をつける。
３．Drive, LEAP, ｼｽﾃﾑ英熟語, (速単)を用いて文法語彙増強に努める。

Course description

英語①
・To complement the students language skills while at the same
　time helping them gain an understanding of the rich cultural
　diversity around the world.

英語②
・英文法の力を大学入試レベルまで高める。また日本の学参書を用いて
　自分の英文法の分析・評価・発表を通して再構築を行い、理路整然と
　した伝わる英語力の獲得を目指す。

Course Objectives

中学3年 英語
英語①
英語②

特選GL
(α)
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観点別評価 評価の観点 評価の方法

定期考査及びアクティビティ等

定期考査及びアクティビティ等

授業内小テスト・課題・ディスカッション貢献度、ま
たアクティビティ・プレゼンテーション・エッセイ・
レポートなど

知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体的に
学習に

取り組む
態度

英語の音声や語彙・表現・文法・言語の基礎的な知識・機能・役割などを理解する
とともに、これらの知識を「聞く」「読む」「話す」「書く」ことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けられているかに着目する。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて自ら考え、日常的な話題
や社会的な話題について、獲得した知識を応用して、英語で簡単な情報や考えなど
を理解したり、表現したり、伝えあったりすることができる力の涵養を測る。

多様性の文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら、主体的・積極的に英語でコミュニケーションする姿勢とその能力を伸ばそうと
しているかを見る。

① Lesson 8～10 [9回]
② S2 20.～25.[15回]
   分詞
   関係代名詞
   関係副詞
 ＊高校範囲はEverngreen使用可

1学期始め～1学期中間 1学期中間～1学期期末 2学期始め～2学期中間

1年間の
授業の
進度

3学期始め～3学期期末

① Lesson 11～12 [11回]
② S2 26.～28. [17回]
   間接疑問文
   助動詞の発展的用法
   仮定法過去・過去完了
＊高校範囲はEverngreen使用可

①CROWNⅠ １～３ [９回]
②Evergreen １～７[14回]
　文の種類
　文型
　時制
 

①CROWNⅠ ８～10 [10回]
②Evergreen17～23[16回]
　動名詞
　分詞
　比較
 

2学期中間～2学期期末

①CROWNⅠ ４～７ [10回]
②Evergreen８～16[16回]
　助動詞
　態
　不定詞
 

単位数

2026年度シラバス

使用教科書・副教材学年 教科 科目

東京都市大学等々力中学校

コース

JET:4単位
OC:1単位

Online:1単位

英語① NEW TREASURE ENGLISH SERIES Stage2 / Lentrance

      教科書 CROWNⅠ / LEAP

英語② Grammar Textbook Stage.2

　　Evergreen/Evergreen English Grammar 47/システム英熟語

英語① New Treasure・Use&Check・Key Pointを扱い4技能を養う。
１．予習はLentrance、授業で本文とKey Pointの理解と暗唱に努める。
２．Use&Checkで覚えた知識を活用し発信力を身につける。
３．New Treasure終了後はLEAPやCROWNⅠに取り組む。
４．ICT機器(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰや音声教材)を用いて効率的に授業を進める。
５．ロイロノートを用いて双方向の授業を行い思考力を高める。
６．スタサプEnglishを活用して家庭学習の充実を図る。
英語② Evergreen Grammar47/Workbook47で高校英文法を養う。
・　システム英熟語、スタサプを活用して家庭学習の充実を図る。

学習方法と流れ

１.英語の基礎学力・運用技能・学び続ける姿勢を育成する。
・日常的な話題について概要を捉えたり、情報や自分の気持ちや意見を
　簡単な英語で伝え合うことができるようにする。
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎となる語彙・音素・文法の知識・思考力を養い、
　読む・書く・聞く・話す(話し合う)基礎力を育成する。
・言葉を考え、世界観を広げ・自分のことを発信する題材を活用し、
　週1で行われるNETによるOC(ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)に繋げる。
２.文法はEvergreenを用いて高校英語を習得を目指す。
・英検準２級取得を目指す。

教科・科目の概要と目標

中学3年 英語
英語①
英語②

特選GL
(一般)
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